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一　ドイツの大学の法学部には	

		
	という専門分野がある。ヴィーアッカー
著・鈴木祿弥訳『近世私法史』（創文社・昭和３６年
第１刷発行。原著初版１９５２年）は、今世紀の偉大な
法律家であった	
	（）教授の著
作の翻訳で、このテーマに関する代表的な業績の名
訳である。鈴木教授のあとがきに「近世ドイツにお
ける法の発展は、ローマ法的およびゲルマン法的両
要素の綜合的発展として理解されるべきもので、こ
れをドイツ法史またはゲルマン法史の一部として講
ずることはできず、したがって、このような要求を
みたすために、大学の講義題目中に近世国制史
		

と 近 世 私 法 史
	

		とが、設置されたの
である」と説明されている（この分野の成立の理由
やその後の展開には重要な論点が存在するが、それ
については鈴木教授の解説を参照されたい）。この
たび、ドイツの書店のコレクションである
	
（ヨーロッパ市民法の宝庫。副題
として	


	
が付されている）が図書館に収蔵された。これは、
近世私法史関係中心のコレクションであると言って
よい。
　「近世ドイツにおける法の発展」は、「ローマ法」
的要素の理解がなければ講ずることができないとい
うのは説明を必要とすると思われるので、最初にこ
の点について述べておく。
　１１世紀イタリアの	において法律学の発
展がみられたとき、その研究・学習素材は６世紀の
ユースティーニアーヌス帝の法典（これは後に―おそ
らく	
（）以降― 
	と呼ばれるようになった）であった。こ
の中世イタリア法律学の状況については、	
		
		の以後
も研究が積み重ねられている。それによれば１１世紀
から１３世紀には	（注釈学派）、１４世紀から
１５世紀には	
（助言学派）と呼ばれる学派
が登場した。この期間にユースティーニアーヌス帝
の法典のうちの（ギリシャ語風には
＝すべてを包括するというような意味。
	
などを見よ。
この語はすでに古典期ローマ法律学の文献に見られ
る）がとりわけてよく研究された。注釈学派と助言
学派の違いはどこにあるかという問題は、たとえば
とにおいても理解が異なる困難な
ものであり、ここで詳しく述べることはできないが、
後者が前者より当時のイタリア諸都市の実務に関わ
る程度が大きかったということは言えるであろう。
両者の後、１６世紀にはユマニスム（人文主義、復古
主義）の法律学がイタリアおよびフランスにおいて
盛んとなり、前二者を攻撃し（ラブレーにも明確に
現れている）、ユースティーニアーヌス帝の法典の
批判的研究を行った。ユ帝法典の成立過程を考察す
るとき、たとえば（）は数世紀にわ
たる法学者たちの研究成果が層をなして蓄積された
ものであること（このことは今世紀では	
	
		によって体系的に
研究された）、ユ帝の編纂者が	
（改竄）を
どの個所にほどこしたのかという問題が存在するこ
となど、完結した法典であるという前提で法解釈学
に用いることの限界を指摘するに至ったのである。
　中世ドイツにおける法律学は、このイタリア・フ
ランスにおける発展を継受することから始まった。
ドイツ固有の法律学はたしかに存在した（例として
１３世紀の	
を見よ）が、人々はイタリ
アに留学しローマ法学の学習に努めたのである（な
ぜそうなったかは今は説明しうる紙数がない）。１４
世紀にドイツで法律学を学びうる大学が成立した
（	


	
	）が、なおも全面的に留学
がなくなることはなかった。ドイツの大学でドイツ
人の教師がイタリアと同じレヴェルで講義ができる
ようになったのは１７世紀頃からであるといわれてい
る。そのころ、ようやくドイツ流ローマ法学が成立
したのである。それとともに	
	

（＝パンデクテンの現代的慣用）という用語で、
	
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について
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
について
ドイツにおいてもユ帝法典を基礎とするドイツ固有
の法律学が発展し始め、スペインやオランダにおい
ても同様の展開が見られるようになった。
　コレクション	




は、
以上の歴史的経過の中で生まれた二百数十冊の単行
書（１６世紀の刊行５０数冊、１７世紀１００数冊、１８世紀
１２０数冊、１９世紀数冊）と１８大学の	お
よび	
からなる（大学名・冊数・執筆教
授数を挙げておく。	
	

	
	
	

	
	

		

		

	

	
		
）。
二　以下にこのコレクションのなかから何点かを挙
げ（著者名のアルファベット順。著者名は原著の表
記―フランス人でもラテン語表記になる等―に従っ
たものがある）、その内容について見てみよう（古い
時代の書物における書名・著者名・発刊地などの表記
は現代と異なるので、以下においては省略表記する。
人物の生没年についてはたいていの場合
	
	

	
		
		に依拠した）。
　１（	）	
	
	
		　 アックルシ
ウスはの終わり頃に登場し、
と呼ばれる注釈の集大成を行い、後の時代にいたる
まで広く用いられた。本書はその一つで	

（前出）の手が加わったものである　２
	（）	
			

	

　イタリア人でフラ
ンスおよびイタリアでユマニスムの法律学を展開し、
その創始者であると言われることが多い　３
（）	

	　ア
ゾは	の最盛期の代表的人物であり、著作
の対象は広範囲で、影響力はフランスにもイギリス
にも及んだ（例、）　 ４	


（）	
	　スペイ
ンやポルトガルで活躍した教会法・私法の専門家でヨ
ーロッパ全体に業績が知られており、助言学派の著名
人に倣って	
とも呼ばれる　５
	
	
	　本書は最初ラテ
ン語で書かれた　６	
（
）	
		　ハ
レ大学教授で教会法の専門家であったが実務にも深
く関わり多くの鑑定を残し息子により編纂された。
１８世紀ドイツ法律学に大きな影響を与えた　７
	
（）	


	
　ライプツィヒ大学教授で
実務にも深く関わった。ヴィーアッカーは、重要な
時代の終末に登場する巨匠の１人として	

	
とともに彼の名を挙げる（前掲
書２３２頁）　８	
（）
	
　フランクフルト・アン・デ
ア・オーデル大学教授ののち、フリードリッヒ大王
の宰相となり立法に関わった　９	

（）	
					
		

	　法律家・政治家・医者（血液循
環の論文がある）など多方面で活躍した彼の業績の
特徴は３０年戦争後のドイツにおける法律学の独自性
を打ちだした点にある　１０	
（
）	



トゥールーズ・モンペリエ・ヴァランスなどで教え
たユマニスムの代表者。ローマ法の科学的研究の基礎
を築いた（前述）　１１	
（）
	
　ブールジュ大学で教えて
いたが国内の混乱でジュネーヴに逃れ、ハイデルベ
ルク大学・ライデン大学等で教えた。ローマ法研究
とならび解釈法学にも功績を残した　１２
（）	
	
	


　フランス人でシャンブリの裁判
所長官。	
（前述）の先駆的研究でも有名
である。本書は実務的性格が強くヨーロッパに広く知
られた。　１３	
（）
	
　サラマンカ大学教
授。彼の著作はスペインを超えて広く読まれた。　
１４	
（前 出）	




　フランス人であるが国を追われドイツやス
イスで活躍し、ローマ法のテキスト刊行で著名。
	

が手を加えた本版は特に著名である。
息子や子孫にも法律家が多い。　１５
（）	
			
　ローマ法を直接に研究した作品　１６
	
（）	


		
	　	
	（後 出）の
弟子。ハレ大学教授で優れたローマ法研究の著作が
あるが、師の手法でドイツ私法の全体的叙述をなし
た本書も最初の体系書との評価がある　１７
	
（）	

	
　ヨーロッパ的規模で政策の問題が発生
図書館フォーラム第５号（２０００）
１６
したこの時期にドイツ公法学の進歩があったが、イエ
ナ大学教授であった彼はこの点に貢献した　１８
	
（）	
	
	
		　パヴィア大学教授であっ
た彼の証拠法の基礎理論を展開した書物でヨーロッ
パ全体に知られ、今日もなおその名をとどめている
（	
	
			）　１９
（）	

	


　グライフスヴァルト
大学教授であり裁判官としても活躍した。本書はリ
ューベック都市法の注釈書でこの分野の先駆的業績
で あ る　２０	
（
）	
	
	
　（）の弟子でブライスガウの
フライブルク大学教授。のち退職して多数の著作を
残し偉大な官房学者と言われている　２１
	（	
）	
	
　ロシュトック・ケルン・ボローニャに学びグ
ライフスヴァルト大学教授。宗教改革のこの時期の偉
大な法律家にして政治家である。　２２	
（）	
		
		
　１７世紀前半のイタリアを代表する法律家。
パドヴァ大学教授　２３	

（）
	

	　スペイン人の彼は
ブリュッセルおよびルーヴェンで学びそこで教授に
なった。彼の著作はヨーロッパ全体に知られていた
　２４	
（）	

	
　オランダ人でライデ
ン大学に学び、のち同大学教授となった。文献学に
も通じ、本書はローマ時代の法律家たちの学説を収
集・研究したものである
　２５	

（）	


	
　歴史学と言語学を学び後にシ
エーナ大学の修辞学の教授となった彼の古代法研究
の書物である　２６	
（）
	
		　コ
ーンリング（前出）の弟子でイエナ大学教授となり
実務家としても活躍した。本書は「小」と呼
ばれ１６７０年の初版以来１００年にわたって実務で用い
られたと言われる　２７	
（）
	

		

	　
	

	（前出）の最盛期の人物
でハレ大学学長。ドイツ法学史上の屈指の人物の一人
　２８	
（）	
		

	　彼は法律学にも影響を与えた
（例、グロティウス）　２９	
（
）	
		

	
　法律学を超えて、さらには学問を超
えて、ドイツ初期啓蒙主義時代を代表する人物であ
る。
三　以上、二百数十冊のなかからいくつかを紹介し
た。このほかに本コレクションには	お
よび	
が前述の通り含まれており著名人
のものが多数存在する。	の性質からし
て、そのテーマの研究史も有益となるので別の機会
に紹介したいと考える。
　本コレクションの副題に見えるように、ヨーロッ
パがかつて一つの法圏をなしていたと考えるならば、
将来のヨーロッパ法はその観点なくして語ることは
できない。最初に引用した	
	の世界が
この数百冊の中に展開されていると私は考える。
（おか　とおる　法学部教授）

	




について
１７
（本文１４の	
の刊本）
